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1 は じ め に

水FEは 一作期間に100ルタSio 2/10α 前後の多量の珪酸

を吸収する。そのうち,潅漑水によるものは20～ 30カタとみ

られ,大部分の珪酸の供給源は土壌にあると考えられる。

しかし,土壌の分析による可給態珪酸値と水稲吸収量との

斉一な関係はなかなか得られていない。本研究は,温度 ,

水管理 ,用水等の条件がほぼ同一なポット栽培において水

稲に吸収された珪酸量を基準にし,様々な土壌の可給態珪

酸含量.理化学性との関係を見たものである。

2試 験 方 法

は)供試上壌

宮城県稲作地帯別調査圃13地点 ,土壌環境基礎調査基準

点 2地点 及び復元田回 2地点の作土土壌を用いた。土壌

理化学性は表 1に示した。

表 1 供試土壌の土壌 地点名及び理化学性

し,分析を行い,珪酸吸収量を求めた。

0)土壌可給態珪酸の分析

1)常法 風乾細±2夕 : 20制 のpH4-lN酢 酸

ナトリウム液,40℃ ,4時間,時々振とう.ろ過

2)簡便法 生±209:looンのpH 4-lNナ ト

リウム液,常温, 1時間連続振とう,ろ過

3)希釈法 PH 4,01N酢酸ナ トリウム 他 2)

に同じ

4)土壌溶液珪酸 生土の遠心分離による

●)還元溶出・ 吸着珪酸の分析

1989年春採取作上の風乾上を用いて培養を行った。

1)土壌遼元溶出珪酸 風乾上59: 水25Ⅲ l,40℃ ,

1週間培養 .時々 (毎 日1,2回)振 とう.ろ過

2)十壌還元吸着珪酸 120PSi02水 を用い,1)

と同様に培養し,ろ過の珪酸濃度の低下より吸着量を求め

た。

なお,1),2)と も培養瓶内の空気をN2ガスで置き換

えて酸化を防止した。

3 試験結果及び考察

(1)水稲珪酸吸収量と様々な可給態珪酸値との単相関関

係は,■ ■例を除いて,珪酸吸収と可給態珪酸分析値との

間には見られるべき相関関係をみとめなかった。図 1及び

図 2は ,水稲吸収量に対 し,t壌可給態分析値がある程度

の相関を示 した例である。希釈抽出液の方が相関がやや高

いのは,う すい液ほど水稲が吸収できない形態の珪酸を取

性
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鬱)ポ ット栽培による水稲珪酸吸収量 (1988年 )

1988年の春に圃場から採取した未風乾作土 (57"飾調製)

を 1/5000α ワグネルポットにつめた。 5月 20日 に施肥

(N,P205,K20.そ れぞれ059/ボ ッ ト),代
掻きじ.23日 にササニシキ稚苗を移植した。全てのポット

を同一のプールに入れて湛水栽培し,水稲の珪酸吸収条件

を均質にした。7月 11日 , 8月 23日  9月 30日 に抜き取り
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N酢酸ナトリウム(PII`)価 :L珪酸(7Sioノ loo′乾土 )

図 1 水稲珪酸吸収量 (7月 11日 ,換算値)と

可給態珪酸 (常法)と の関係
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図2 水稲珪酸吸収量 (7月 11日 ,換算値)と
希釈酢酸ナ トリウム抽出珪酸との関係

り込まないためと考えられる。

2)水稲珪酸吸収量と土壌理化学性

吸収量をYと し,土壌理化学性,及び各時期の抽出珪酸

をxiと して重回帰分析を行った。各時期ごとに決定係数
の高い関係式は表 2の ように求められた。

この結果は,珪酸吸収量の土壌による違いを説明する変

数としてはcEC(塩基置換容量),TC%(全 炭素含量)

の寄与率が高いことが明らかであった。可給態珪酸値は
,

どの場合においても寄与の有意性が小さかった。方法 1)

から 4)の可給態珪酸値は,CEC,TC%の 土壌分析値

がある場合は無意味な数値となることが多いと考えられる。

表2 各時期の水稲珪酸吸収量を説明する上壌理
化学性,抽出珪酸の重回帰式

(1)Y‐ -0 789 Xl+031X,-0814X,-515X4+582  R‐ 09,1

(2)Y‐ -0,36 Xl+023,X2+42'            R‐ 0'4,
たたし Xl:吸着珪酸 9100, X,,CEC,me Xt:TC% X`tpH

重 回 帰 式

なり得るものと考える。

に)水稲吸収珪酸と還元珪酸との関係

珪酸吸収をYと し,両還元珪酸及び土壌化学性をXi3し

て重回帰解析を行った結果を表 4に示した。還元状態の水

溶性珪酸は,いわゆる弱酸可溶の珪酸と大きく異なって
,

回帰式に対する寄与率が非常に高く,還元珪酸単独でも水

稲の珪酸吸収のかなりを説明している。Y; 7月 H日 吸

収量にたいしては溶出珪酸と吸着珪酸の両方が高い寄与率

をもつが,その理由は分らない。

表4 各時期の珪酸吸収量を説明する土壌化学性,

還元珪酸の重回帰式
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図 3 土壌還元培養による溶出珪酸と
吸着珪酸との関係

表 3 還元溶出珪酸と還元吸着珪酸との関係……
…土壌理化学性を加えた重回帰式

重回帰式 (Y:還 元溶出珪酸 ウ 100夕 屹■ ) 重相関係数

重相関係数

(a)Y(7′ ,11日 吸収電
Y‐ 0'4X1 2,`X2+046X,-763

(b)Yヽ 8月 2,日 吸収量 露
Y‐ 2,O Xl― ,32X2+158X,-3,4X`+175
Y‐ 2 80 Xl-640X,+0,5X,-186

(C)Yヽ 9月 00口 吸収量
"Y‐ 3 76 Xl-180X,+155x,+86X2+295

ただし X,tCEC mノ 100′ 乾土 X2、 TC% X,
X`:oH x■ ●付前可能態珪酸 (常な)―

重  回  帰  式         重相関係数

R‐ o825

R‐ 0810
R‐ O ηo

R‐ 074
:Ca飽 和度 χ

(a)Y:7月 11日 吸収量

Y‐ 2,7 Xl+16'X2+02,ox`-7,o
Y‐ 2 56 Xl+161X2-`30

(b)Y:8月 2'日 吸収量

Y-04,X,+08,X`+8,,
3,4 Xl■ 2,3

(c)Y:,月 30曰 吸収量

Y-4 65 Xl-087X`+385
Y-3 80 Xl+426

ただし X,t珪酸港由量 ツ :00, X2
L:Ca飽 和 χ X.:CEC me

R‐ 0833
R‐ 07'9

R‐ 0868

R-0840

R-0,38
R‐ 066

:珪酸吸●量 ワ 100′

X■ 可給態
=酸

V/100,

0)土壌還元溶出珪酸と還元吸着珪酸

水稲の根は還元状態の土壌から珪酸を吸収 しており,こ
の状態における珪酸の溶出,吸着の化学性が水稲の本来の

可給態珪酸を決めているとみられる。図 3に示すように
,

吸着量が多い土壌ほど溶出量が少なくなる傾向になってい

る。

溶出量をYと し,吸着量及び土壌化学性をXiと して
,

重回帰分析 したのが表 3で ある。溶出量は吸着量とCEC
ではぼ説明される (R=0945)。 なお,溶出珪酸 ,吸着珪

酸とも石灰飽和度%と 弱い相関関係 (R=05)を もつが
,

それ以外の土壌理化学性とはほとんど相関関係が認められ

ないことから,こ れら還元珪酸値は,独立した土壌恒数に

以上のように,水稲が土壌から吸収する珪酸の多くは還

元によって可給化されるものと推測される。

しかし,還元溶出珪量は,水稲吸収量の 1/4～ 1/3
にすぎず,な お潜在珪酸の一部を示しているに過ぎないと

思われ,今後の検討を要する。

なお,本重回帰解析においては,石灰飽和度%は しばし

ば欠くことのできない補助因子として現れ,土壌珪酸の可

給性に関し珪カル施用の影響が示唆される。
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